
Ⅳ 京都市を除く結果の概要 

１ 教科の概要 

 

 

 

 

 

（1）小学校国語 

    ・他の領域に比べ、書くことの領域に課題が見られる。文章に対する感想や意見を

伝え合い、自分の文章のよいところを見付けること（府正答率39.3％、無答率

11.4％）に課題がある。 

    ⇒第１・２学年では「内容や記述等に見られる具体的なよさ」、第３・４学年では

「書こうとしたことの明確さ」、第５・６学年では「文章全体の構成や展開の明

確さ」などを見付けることができるように、系統的に指導することが重要。目的

や意図を相手に伝えたり、感想や意見を具体的に伝えたりする指導が効果的であ

る。 

 

 

 

 

 

 

○全国と比較して、Ⅾ層（下位）の割合は少ない傾向にあるが、算数・数学、理

科においてはＡ層の割合も少ない。 

○領域や観点によって、全国平均を下回っているものもあるが、全国の傾向と大

きな違いはない。 

【文章２】から言葉や文を取り上げて書いているが、【文章２】のよさを書けてい

ない誤答が29.2％ 

-17- 



 

（2）小学校算数 

    ・他の領域に比べ、変化と関係領域に課題が見られる。割合を用いて問題を解決す

る場面において、数量（飲み物の量）が変わっても割合（飲み物の濃さ）は変わ

らないことを理解すること（府正答率19.0％）に課題がある。 

    ⇒日常の場面に対応させながら割合について理解したり、図や式などを用いて基準

量と比較量の関係を表したりすることができるように指導することが重要。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

「１ 飲み物の量が1/2になると、果汁の割合も1/2になります。」

を選択した割合が70.2％ 
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（3）小学校理科 

    ・知識・技能の観点に課題が見られる。日光が直進することについて理解すること

（府正答率28.5％）や、水が水蒸気になって空気中に含まれていることを日常生

活に関連付けて理解すること（府正答率58.3％）に課題がある。 

    ⇒知識をより深く理解できるようにするために、主体的な問題解決を通して知識を

習得できるようにすること、習得した知識を実際の自然の事物・現象と関連付け

て説明できるようにすること、問題解決を通して習得した知識を使って、日常生

活との関わりの中で捉え直す場面を設定することが重要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「２ はなこさん」を選択した

割合が48.8％ 

「空気」、「気体」など、水蒸気

について正しく理解できていな

いと考えられる解答の割合が

26.1％ 
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（4）中学校国語 

    ・書くこと、情報の扱いに関する事項に課題が見られる。引用の仕方や出典の示し

方について理解し、自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にするた

めに必要な情報を資料から引用して書くこと（府正答率44.3％）に課題がある。 

    ⇒本や資料から文章や図表などを引用する必要がある言語活動の中で、引用の際に

は引用箇所を「 」でくくること、出典を明示すること、引用部分を適切な量と

することなどについて確認するとともに、引用する目的や効果について考えるよ

うに指導することが重要。それらを踏まえ、意見文などを書く際に、自分の考え

を支える根拠として資料を適切に引用することなどができるように指導するこ

とが重要。 
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引用する部分を「 」でくくっていない解答の割合が43.9％ 



（5）中学校数学 

    ・知識・技能の観点に課題が見られる。自然数を素数の積で表すこと（府平均34.4％）、

一次関数の変化の割合を理解すること（府平均36.4％）、与えられた表やグラフ

から、必要な情報を読み取ること（府平均52.9％）に課題がある。 

    ⇒用語を正確に理解したり、表・式・グラフを関連付けて理解したりすることがで

きるよう指導することが重要。解決の見通しを持つ場面で出された方法の説明と

して不十分なものを取り上げて吟味し、より洗練された表現に高めていく工夫も

重要。 
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素因数や約数等を解答している割合が47.5％ 

府平均34.4％は、全国平均52.2％から－17.8％ 

「イ」を選択した割合が34.5％ 

点が格子点上にない座標について、表と関

連付けず、およそで解答した割合が21.4％ 



（6）中学校理科 

    ・知識・技能の観点に課題が見られる。力の働きに関する知識及び技能を活用して、

物体に働く重力とつり合う力を説明することはできているが、矢印で表すこと

（府正答率12.5％）、課題に正対した考察を行うためのグラフを作成する技能を

身に付けること（府正答率42.6％）に課題がある。 

    ⇒実験を通して、目に見えない力を矢印を用いて正確に表し、つり合いの関係を説

明したり、課題に立ち返りながら考察を行うために、どのようなグラフを作成す

ればよいかを検討したりする学習場面を設定することが重要。 

 

 

 

 

 

 

「キ」を選択できているが、「ア」が選択

できていない割合が65.4％ 

「Ｂ」を選択した割合が24.3％ 
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